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る。これらの雑誌は党より反革命的 とみなされ、前後 して停刊、廃刊 を余儀なくされるが、た
とえば論評を中心 とする 『探索』が、創刊後す ぐ廃刊に追い込まれたのに比べ3)、主 として詩
や小説を掲載した 『今天』は、名称を 《今天文学研究会》に変更 しながらも約2年 間に 『今天』
9期、 《今天文学研究会》3期 を発刊 しつづけた4}。
このような背景の下で、朦朧詩は、中国現代文学史上においてはあまり見られなかった象徴
的手法を巧みに利用 し、体制批判と民主化を訴えた。
これらの詩が人々(特 に若者たち)の 問でもてはやされ定着 し始めると、当然、党の政権下




めない、 しかしだか らと言って粗っぽい言葉で批難することは避けたいか ら」 と、とりあえず
"朦朧体"と 暫定的につけられたものが定着 したのである5)
。








民大衆を暴露 誹謗 してはならない。"と内容を規制し、文学は政治の従僕と化 した。
これが内戦時の延安区における一党派の文芸主張である分には、問題はそう大 きくないかも

























二.論 争 の発 端 と朦朧 詩 支持者
論争の始 まりは、1979年12月に 『星星』に掲載 された詩人、公劉の 「新的課題」71である。
(執筆は同年3月14日)。当時公劉は52歳、息子ほど離れた年の顧城の詩に感銘を受けるとともに、
この若者の持つ危険さも即座に嗅ぎ分けていた。
公劉は顧城8)の詩 「生命幻想曲」において、素直に自然 を賛美する感性 と、文革期につ らい
思いをしてきた幼い子ども(顧城)の祖国や人々に対する屈折しながらもそれを愛する思いに、
"它使我 悚昇,我是写不出迭祥的涛来的。量然,它 所包含的思想是可以争扠的."と 率 直に脱
帽し、高 く評価 している。
しか し、顧城の現実を逃避 した幻想的な詩の世界 には、"幻想也察不免鯵迸去対于現実的辛
辣楓刺。浪慢主文一个斤斗能翻十万八千里,但 是从現実中騰室而起,也 不能不落回現実中来"
と顧城の危 うい感性を指摘 し、顧城のような五四運動 も国共内戦も知らない若い世代が、党の
方針に反駁し、社会から個人的な世界へと逃避した詩を書 くことに、危機感を募 らせていた。





















が改善すべき点 も多 くあったのである。体制にあ ぐらをかかず、文芸の道を探ることは、公劉
の文芸工作者 としてのポリシーでもあったのだろう。予想 される迫害を食い止めるためにも、
文芸工作に真摯であるためにも、公劉はペンを持って戦いを挑んだ。逆境の中に生きなが らも












顧工が公劉や他の年長者世代の文芸工作者 と何 よりも違う点は、彼があ くまで も若者たちの
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側 に寄 りそい新 しい文芸を理解 しようとす る構 えだ。毛の思想や建て前をすべてとり払って裸
で文芸に向き合 うことは、息子と苦難を共 にする覚悟を決めた親ならではのことかもしれない









三.続 く文 芸 の排斥 一 謝冕 「新 的崛起 面 前」'°〉
これまで共産党は、反封建、新文化 を提唱 した五四運動の精神を全面的に評価 してきた。五
四運動は白話 を訴え、文言を徹底的に退けた。これは旧支配階級が独占していた文化を大衆に
拡充するための手段であった。 しか し、彼 らにも一部誤 りがあると謝冕は言う。




神で戦ってきた結果、現代中国はやっと生 まれ出て きた。ここに彼 らの精神構造において、旧
(伝統)=悪 、誤 り、新=善 、正 しいという判断規準の一端があるように思われる。
こうして共産党は、国民党を倒 した。1949年に政権 を樹立し、対立勢力を追放 した後も、常
に自分たちが一番新しく、正しいものでなければならなかった。
一度 安定した独裁政権下で、新勢力が登場することは、彼らにとって最 も脅威的なことであ

















旧詩打倒を目標に、外来の西洋詩の力を借 りて、新 しい勢力として台頭 した五四運動の精神
は、ここに至 り旧勢力の側へと追いやられると、"伝統の純潔性を守る"な どと言う大義名分を


























四.文 芸観 の転 換一 孫紹 振 「新 的美学 原則 在崛起 」--)
謝冕の論文に呼応 して、約半年後、孫紹振の 「新的美学原則在崛起」が発表される。孫紹振
は謝冕の言う"新 しい崛起"に 共鳴 しなが らも、崛起 しつつあるのは青年たちでなく、新時代
の中の"新 しい美学原則"だ 、 と認識 している。
謝冕同志把迭一股年軽人的i潮 称之力"新 的崛起",是 富于房史1k,,表現出哉略眼光
的。不道把迭神堀起理解力預言几个毛共小伏子和黄毛Y,.会成)餌寺伝的旗枳,那也是太拘
泥字句了。与其悦是新人的崛起,不如悦是一神新的美学原則的崛起。
青年たちは自分たち自身の力で台頭 したわけではない。あ くまでも政治の空白期に遭遇 した
若者が新時代の美学原則に したがって詩を書き、脚光を浴びたのだと彼は言う。だから、 もち
ろん青年詩には未熟さもあるが、また一方で既成の詩壇が気づいていなかった新 しい主張 も持
ち合わせており、青年たちの詩か ら新 しい美学原則を真摯に学び取 り、中国の新時代の文芸を
模索すべ きだと主張する。孫紹振は、青年たちを中心にして掲げ られた 「新 しい美学原則」の
















長び く内戦 と抗 日戦で困乱した戦時下において、人々は生 きることが全てであった。個人の
精神世界など語る余裕はなかった。 ところが、目の前か ら具体的な敵が消え、体制が変われば
状況はおのず と違って くる。政治的圧力をかけられる必要はもうない、と判断 した若者たちは
過去に勝ちとった人民のための文芸をここでやっと改めて自分たちの手に入れたのだ。











精神世界 を統治するのは間違っている。同様 に、政治に都合よ く用い られる"社 会のため、大
衆のため、みんなのため"と いう論理に踏み潰 されてきた個人の自由を検討すべ きだ。
政治に掌握 されていた文壇は、政治の論理に沿ってしか、言葉を発することができない。今、
青年たちは、自分たちの個人的な論理によって、個人を救済するための文芸 を書 き始めた。
この 「社会 よりも個人が優先されるべ きだ。」 という主張は、当時の社会にとってはかな りセ
ンセーショナルなものであった。


















































に作 り出してきた審美の習慣 と戦わなければならない。なぜなら、人の審美観の基準は知 らず
知 らずの間に培った習慣の中にこそあるか らだ。芸術世界で新潮流を定着 させるためには、こ
の見慣れ、感 じ慣れた芸術以外のものを芸術と認めさせ られるか どうかである。
孫は青年詩人顧城の言葉を引いて、この習慣について検討 し直 している。
"涛的大故是i慣i慣 于一神机械的表現方式,i慣 于一神`合 法'的 思惟方式,刃
慣于!1公 圦的表現方式。i慣 是感覚的厚董,使 冷和熱都超于麻木;刃 慣是感情的面具,
・・
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使炊圧和痛苦都无从表込,i慣 是珸言的套袖,使 那几个単凋而圓滑的洞江循坏不已,刃 慣
是精神的獄墻,隔 絶了横貫世界的信凩,隔 絶了爰、理解、信任,隔 姫了心海的潮汐。i慣
是停滞,就 是沼澤,就 是衰老,刃 慣的葵点就是死亡……
孫紹振は、習慣が詩を死に至らしめると言 う顧城の鋭い危機感は尤 もだ、としなが らも、血
気盛んな青年たちに一縷の不安を示す。なぜならそれでは一つの文芸スタイルに固執する今の














世の中は一部の権力者によって掌握 され、暴力的で正当性 に欠ける腐敗 した状態なのにどうし
てこの国のかじをきる政治家どもに忠誠など尽 くせようか。不満やるかたない思いである。
青年詩はそうした青年の不満、反感であ り、徐敬亜の本論もこれに基づいたものと私は見る。

















在他伯(青 年伯)的 涛中,看不到五十年代郭小川17}「向困淮迸軍」中"像 佃1立垓……"
和六十年代賀敬之 「雷鋒之歌」中"我捫如何如何……"等 字祥。一个平等而笈光的字出現
了,涛 中息或隠或現地走出一个"我"。
つまり"君たちは……すべきだ"や"我 々はこうあるべ きだ"式 の勧誘文句ではない。青年
詩 とは、集団から抜け出した"我"の 詩なのだ、 と強調する。
文革の十年間で、文化は破壊 され、現代化は立ち遅れ、世の不条理の中で人間性 も消失 した。
青年たちはこの荒廃 した社会を眼前にして、党の政策に失望 した。党が掲げた全体主義は、群
集心理を利用し、個を破壊するアジテーシ ョンであり、党の 「嘘っぱちな現代宗教のペテ ン」



































良,但 却久久地苦于徘徊,几 乎没有一点儿突破。生活在教育着人伯,旧 的手法落伍了一
同一形式鋒冠几輩人无数次地冥思苦想,再 也淮于有什幺新鮮地突破。一年年的恃,忌 是老








主の時代へ変わろうとする、時代の推移を徐敬亜 は確信 し希望 を抱いたか らではなかろ うか。
「時代 を後戻 りさせ、文化 を後退 させることは万に一つ も許さない」 という彼の革命精神は文革
のつらい経験に裏打ちされた揺るぎないものであるのか次の記述か らも見てとれる。
中国曽祭厨了怎幺的民族痛苦岡,十 年中人民失去了正常思惟,人 性舁化込到了人美前
所未有的程度。人們不知力什幺,自 己打倒自己,狠斗自己的炙魂,力了Y最 美好"的 理想
(抽掉了物貭外売的美好理想)圧 抑自我,圧抑一切欲望,造 成了一神比u日 受苦,明日升





















政策の中で、新文芸が五四の伝統 を継承 しつつ、発展 しようとする過程 を私はここに見た。






すると口封 じにあった。そんな冬の時代が30年も続けば、誰もが春の陽光を求めて爆発 した く
なるだろう。




結局、徐敬亜は自己批判 させ られ、筆を折 られ、朦朧詩を中心 とするモダニズムは詩壇の旗
手 とな りえず、中国に新文芸の旗を掲げることは失敗に帰 したかに見えた。だが現在の中国か

















礁的印象 似憧非憧,半 憧不憧,甚 至完全不',百 思不得一解一中略一我想在迭里悦一悦自己的一

























宇野木 洋 『外国文学研究』第67号 立命館大学外国語科連絡協議会1985年に詳しい。
(17)郭小川 〔1919.9-1976.10.18〕毛沢東時代を代表する詩人。延安マルクスレーニン学院に学ぶ。"政
治抒情詩"の スタイルを確立。
(すぎたに ゆう 文学研究科 中国文学専攻博士後期 課程)
(指導教授:吉 田 富夫教授)
2002年10月16日受理
75

